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研修プログラムの目的と特徴（2022年度研修医）研 修 概 要

所在地　〒956-0814　新潟県新潟市秋葉区東金沢1459-1
TEL 0250-22-4711　　FAX 0250-24-4740
HPアドレス http://niigata-min.or.jp/kaetsu/
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照会先
事務長室　事務次長　渡辺　大樹
TEL　0250-22-4711　　　FAX　0250-24-4740
E-mail　kaetsu@niigata-min.or.jp

病院見学の受入　随　時
申込方法
　��当院ホームページ「医学生実習申込フォーム」よりお申
し込みください。

　http://niigata-min.or.jp/kaetsu_php/mstudent/mform.php

●JR新津駅より車で10分　磐越自動車道新津I.Cを降りてすぐ

研修プログラム
⃝目　的
患者を全人的に診ることのできる基本的な診療能力を修得すると共に、
研修医自身が研修を組み立て、各人のキャリアプランに応じたオーダー
メイドな研修ができることを目的とする。研修を通じて、深い社会認識
と豊かな人権意識を持つ医師を目指す。

＜プログラム例＞
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

一年次 救急
４週

内科　32週
（相当期間：36週－救急４週）

外科(系)　
6.4週

（相当期間：
８週×4日/週） 産婦人科

４週救急　４週
（相当期間：20週×１日/週）

一般外来　1.6週
（相当期間：16週×半日/週）

救急　1.6週
（相当期間：
８週×
１日/週）

二年次

小児科　6.4週
（相当期間：８
週×４日/週） 精神科

４週

地域医療
８週

選択　32週救急　1.6週
（相当期間：８
週×１日/週）

一般外来　４週
（相当期間８週
×2.5日/週)

※�救急研修：集中期間、並行研修を併せた11.2週間に当直回数を加算し、救急研修の実日数は
14.8週間以上となる。

※救急、当直研修はステップアップ形式で行い、研修医の到達度に合わせて段階的に研修を行う。
※�外科研修は当院、新潟大学医歯学総合病院、新潟県立がんセンター新潟病院の中から研修医の希
望により選択し、研修を行う。

※小児科研修は当院で研修を行う。
※�産婦人科研修は新潟大学医歯学総合病院、新潟市民病院のどちらかから研修医の希望により選択
し、研修を行う。

※�精神科研修は新潟大学医歯学総合病院、新津信愛病院のどちらかから研修医の希望により選択し、
研修を行う。

※�地域医療は「協力病院・協力施設」に掲載されている病院・診療所から、研修医の希望により選
択し研修を行う。（このうち１週間、新潟市保健所での研修も可能）

※一般外来研修は、当院及び協力施設となっている診療所にて実施する。

⃝協力病院・ 協力施設
　�【全科】新潟大学医歯学総合病院、【産婦人科】新潟市民病院、とく
なが女性クリニック、【麻酔科、消化器外科】新潟県立がんセンター
新潟病院、【精神科】新津信愛病院、【皮膚科】のもと皮フ科クリニッ
ク、【整形外科】あおぞら新津整形外科、【地域医療】新潟県立松代
病院、小出耳鼻咽喉科、舟江診療所、ときわ診療所、かえつクリニッ
ク、坂井輪診療所、ながおか医療生協診療所、生協かんだ診療所、【地
域保健】新潟市保健所、老人保健施設おぎの里

⃝研修医の待遇（2021年度研修医）
　１年次月額
　　固定給与： 399,400円（５ヶ月に満たない時期は369,400円）
　　当直手当： 平日15,000円、土休日25,000円／１回・月約2回
　　半直手当： 平日 7,500円、土休日12,500円／１回・月約2回
　　住宅手当： 25,000円／月
　　時間外手当： 当院の規程により支給
　月額平均計： 500,000円程度

残業時間、当直回数により変動あり
　　賞　　与： 689,967円（2020年実績）

　２年次月額
　　固定給与： 424,400円
　　当直手当： 平日15,000円、土休日25,000円／１回・月約２回
　　半直手当： 平日 7,500円、土休日12,500円／１回・月約２回
　　住宅手当： 25,000円／月
　　時間外手当： 当院の規程により支給
　月額平均計： 530,000円程度

残業時間、当直回数により変動あり
　　賞　　与： 1,053,900円（2020年実績）
その他、学会費は参加費・交通費含めて年間18万円まで保障

⃝勤務体制　勤務時間　日　勤：� 8：30～17：15
　　　　　　　　　　　半当直：17：00～22：00
　　　　　　　　　　　当　直：17：00～� 8：30
　　　　　　1週間に午前又は午後の救急研修2～3単位
⃝研修医当直　回数（月平均）　4回／月（半当直2回、当直2回）
　当直時の勤務体制�
　　（研修医以外の当直医数）2人（内、1人は半当直医）
　　（当直研修医数） 　　　　1人
半当直は、副半当直医として、17：00～22：00の外来救急を対応する。
当直は、副当直医として17：00～22：00は病棟回診、病棟救急、
22：00～8：30は病棟、外来救急を対応する。
救急、当直研修は、研修評価会議にて研修医の到達度を確認し、段階
的に研修を行う。
※初期研修中は原則として、ひとり当直は行わない。
※当直明けの午後は「明け保障」とする。
⃝研修医の学習環境
　居室　各研修医専用のデスク有
　　　　研修室有　当直室5部屋
　図書・文献　�図書室は終日利用可能、医中誌利用可能、UpToDate�

利用可能、文献検索無料
　　　　　　　研修図書費：月額10,000円補助
　インターネット環境　�各デスクLAN環境完備、電子カルテ用PC支給
　⃝研修の宿舎の有無など
　宿舎　無　希望により紹介可能
　　　　初回の引越し費用は当院規定に沿って病院で負担する。
　住宅手当（25,000円/月）有
　食事　職員食堂・売店有
　　　　近隣にコンビニエンスストア有
　　　　�半当直時は夕食、当直時は夕食、翌日の朝食、昼食を病院で

用意します。

⃝特　徴
・��総合診療科を軸とした内科研修で基本的な能力
を身に付け、診断や幅広い視野を重視した技術
を体得できます。

・��年間を通して週２回ずつ救急研修に入るので、2
年目にはほぼひとりで救急対応ができるように
なります。（常にバックアップ体制あり）

・��小規模ならでは！ひとりひとりの希望や心身の
状況に応じた細やかなスケジュール調整を行い
ます。

・��卒後臨床研修評価機構JCEPによる第三者評価を
受審し認定されています。（2020.7.1認定）臨
床研修の質の向上に努めています。

県内随一の小規模病院だからできる！本物のプライマリケア体
験と一人ひとりに合わせた臨床研修

ここがポイント！
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⃝開設者名　社会医療法人　新潟勤労者医療協会　理事長　五十嵐　修
⃝病院長名　山川　良一
⃝標榜診療科目
　�内科、循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、神経内科、糖尿病内科、外科、整形外科、
小児科、皮膚科、婦人科、リハビリテーション科、泌尿器科、リウマチ科、麻酔科、心臓
血管外科、総合診療科（院内標榜）
⃝使用許可病床数
　

使用許可病床数 一日平均入院患者数
一　般 261 床 240.1 人

回復期リハ病棟 36 床 34.5 人
⃝一日平均外来患者数　241.7人
⃝医師数　常勤�28人　非常勤�1.9人� ⃝年間手術件数　362件
⃝病院併設施設　�かえつクリニック、メディカルフィットネスウォーム、下越病院通所リハビリ、居宅介護支援事業所ケアプランかえつ、下越訪

問看護ステーション、事業所内保育園たんぽぽ、病児保育室きしゃぽっぽ
⃝救急告示病院の指定　有
⃝学会指定施設の状況
　�日本内科学会教育関連病院、日本消化器病学会認定施設、日本消化器内視鏡学会指導施設、日本消化管学会胃腸科指導施設、日本循環器学会循
環器専門医研修関連施設、日本心血管インターベンション治療学会研修関連施設、日本プライマリケア連合学会認定新家庭医療専門医制度プロ
グラム所有、日本神経学会認定准教育施設、日本アレルギー学会アレルギー専門医准教育研修施設、日本認知症学会教育施設、日本整形外科学
会専門医研修施設、日本外科学会外科専門医制度関連施設、日本小児科学会教育関連施設、日本リハビリテーション医学会研修施設、日本病態
栄養学会認定栄養管理・NST実施施設、日本静脈経腸栄養学会NST稼働施設認定、日本臨床細胞学会施設認定

新潟勤労者医療協会 下越病院

●�総合診療科を中心とした内科研修で幅広い診療能力を
身に付ける！

　�　研修開始時に総合診療科をローテートし、基本的な能力を身
につけます。１つの科で多彩な疾患を見ることができ、診断や
幅広い視野を重視した技術を体得できます。

●�消化管内視鏡と心カテの経験数はトップクラス！技術
を身に付けたい方にも。

　�　当院では緊急対応も含め、積極的に消化管内視鏡や心臓カ
テーテルを行っています。医師１人あたりの施行回数は県内で
もトップクラスであり、当院の風土と相まって研修医が経験で
きる回数も豊富です。初期研修のうちに技術を身に付けたい方
も、お待ちしています！

　飛行機や電車で医者が呼ばれたときに名乗り出ることができる、友
人や親戚からの健康相談に対して適切な助言ができる、入院中に発症
した別疾患にも対応できる、こういったことのためには、疫学や
common�disease�をしっかり理解する必要があります。これは紹介
患者の多い大病院ではなかなか経験できないことです。当院では地域
の２次医療を担っていますが、一般外来や救急のwalk� in症例も多く、
１次医療的な側面もあります。そのためどんな症状ならどんな疾患が
多いのか、健康増進のためにどうしたら良いのかを肌で感じ取ること
ができます。２年目には入院患者の実質的な主治医として動いてもら
います。２年間を通して週２回ずつ救急研修に入りますので、２年目
にはほぼひとりで救急対応もできるようになり、やりがいを感じるこ
とができると思います。もちろん何かあればすぐに相談できる体制を
取っています。ぜひ一度見学にお越しください！

プライマリケアを中心とした総合的な能力を身につけるには
最適な環境です！下越病院で一緒に学びませんか？
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